
池
あ
つ
し
（
宇
都
宮
）
を
は
じ
め

推
薦
候
補
必
勝
に
向
け
た
協
力
に

対
し
て
お
礼
の
言
葉
と
、
二
三
日

投
票
日
の
各
市
議
会
議
員
選
挙
の

協
力
依
頼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
相

羽
会
長
よ
り
、
連
携
を
密
に
図
り

つ
つ
現
退
一
致
の
活
動
を
展
開
し

て
行
く
こ
と
、
及
び
統
一
地
方
自

治

ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
に
お
い

て
三
五
名
の
出
席
を
得
て
第
二
回

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
町
田
会
長
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
は
終
息
に
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
状
況
な
ど
を
見

極
め
つ
つ
今
後
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
四
月
九
日
に
行

わ
れ
た
県
議
会
議
員
選
挙
で
、
小

池
あ
つ
し
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の
実
施
計
画
③
全
国
交
流
集
会
へ

の
参
加
要
請
④
八
〇
歳
超
え
会
員

へ
の
絵
手
紙
送
付
を
今
年
度
も
実

施
⑤
サ
ー
ク
ル
活
動
状
況
報
告
等

提
案
と
報
告
が
な
さ
れ
、
全
員
一

致
で
意
思
統
一
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
を

行
な
い
、
今
後
の
地
区
交
流
会
の

進
め
方
等
を
論
議
し
た
後
に
会
議

を
閉
会
し
ま
し
た
。

閉
会
後
、
場
所
移
動
し
て
、
懇

親
会
を
開
催
し
意
見
交
換
会
を
実

施
し
て
散
会
し
ま
し
た
。(

北
山)

治
体
選
挙
の
協
力
へ
の
感
謝
と
市

議
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
の
協
力

依
頼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
が
あ
り
小

池
あ
つ
し
県
議
の
当
選
報
告
と
支

援
御
礼
。
中
塚
英
範
宇
都
宮
市
議

会
議
員
候
補
か
ら
立
候
補
の
挨
拶

と
支
援
依
頼
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

市
川
生
協
部
長
か
ら
は
、
六
月

末
に
届
け
ら
れ
る
共
済
関
連
の
案

内
封
筒
を
必
ず
開
封
し
て
頂
き
た

い
と
の
要
望
・
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。議

題
に
入
り
伊
藤
事
務
局
長
よ

り
先
に
実
施
し
た
➀
お
元
気
で
す

か
コ
ー
ル
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
②
施
設
見
学
幹
事
研
修
会

の

第25回

初めての代議員制の総会になります。
承認いただいた会則では「代議員の選出
は幹事・地区別交流会担当員及び一般会
員」となっています。

是非、代議員として総会に出席いただ
きますよう、宜しくお願いいたします。



先の企画会議において決定した宇都宮市で８月２６日開
業予定の次世代型路面電車（ＬＲＴ）に乗って清原工業団
地のカルビー工場見学・飛山城史跡散策を計画しておりま
す。開通したての渋滞のない路面電車にのって、会員仲間
との近況話をしながらの車窓の景色と飛山城の歴史探訪さ
らには近代生産工場の生産工程と設備見学に参加してくだ
さい。 （県央ブロック長 鈴木秀夫）
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〇
〇

５月１８日（木）５月なのに気温３３度の真夏と変わらぬ気温の中、栃木県・群馬県・茨城県・
埼玉県４県に跨る３３００ｈａの我が国最大の遊水地「渡良瀬遊水地の散策」と「子育て真っ只中
のコウノトリ親子に会う」交流会が２３名の参加者で開催されました。

始めに、コウノトリ交流館で歴史やコウノトリの生態、展示物の説明を聞いたあと、目的の一つ
であるコウノトリウッチングです。観察場所からでは距離があるため、肉眼での観察は厳しいので
準備していただいたフィールドスコープと双眼鏡を活用しての観察でしたが、親鳥とかわいいヒナ
を見ることができました。親のコウノトリが片時も離れず２羽を見守り子育てしている様子は参加
した会員の皆さんをホットな気分にしてくれたコウノトリウッチングでした。

昼食後は、二つ目の目的渡良瀬遊水地の散策です。エコツーリズムガイド協会の方より渡良瀬遊
水地の概要や歴史と文化、植物や野鳥の説明を聞いての散策は、改めて渡良瀬遊水地の「自然の博
物館」に感銘を受けました。 （福田富夫）

ヒナの巣立ちの様子をライブカメ
ラで見ていただくと きっとあなた
の基に幸せを運んでくれると思いま
す。が、この新聞が届いた頃には
すでに巣立ちしてる・・・かも？。
 ※ヒナの巣立ち：
６月中旬～７月上旬

スマホから⇒

先の企画会議において決定した宇都宮市で８月２６日
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金

五
月
二
八
日
（
日
）
那
須
塩
原

市
西
公
民
館
に
お
い
て
県
北
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
会
企
画
会
議
を
地
区
担

当
者
等
一
六
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

企
画
会
議
の
冒
頭
、
伊
藤
事
務

局
長
か
ら
相
馬
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
退

任
に
至
っ
た
経
緯
と
後
任
に
荒
井

ブ
ロ
ッ
ク
長
並
び
に
有
路
副
ブ
ロ

ッ
ク
長
の
選
出
に
つ
い
て
報
告
い

た
だ
き
了
承
を
得
ま
し
た
。

引
き
続
き
交
流
会
の
策
定
に
あ

た
り
、
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
し

会
員
相
互
の
親
睦
と
連
携
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
活
発
な
論
議

が
行
わ
れ
、
「
山
あ
げ
祭
見
学
」

・
「
お
し
ら
じ
の
滝
散
策
」
な
ど

多
数
の
候
補
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
時
期
や
場
所
を
考
慮
い
た
だ

き
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も

が
参
加
で
き
る
交
流
会
と
し
た
い

と
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
な
だ
ら
か
な
コ
ー
ス
で
自

然
を
満
喫
出
来
る
「
沼
ッ
原
湿
原

の
散
策
」
を
計
画
、
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

最
後
に
支
部
協
事
務
局
か
ら
第

二
五
回
定
期
総
会
の
開
催
案
内
と

代
議
員
と
し
て
出
席
を
し
て
ほ
し

い
と
の
言
葉
が
あ
り
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
長

荒
井

功
）

荒井ブロック長 有路副ブロック長

５月３０日（火）幹事を対
象にした研修会が４年ぶりに
開催されました。
２８名の参加での研修会と

なりました。県内各地からの
参加であることから、宇都宮
駅と高速佐野インター２ケ所
の集合場所から便乗して、研
修会場であるＮＴＴ武蔵野研
究開発センタに向かいました。

センタ内の資料館では２グループに分かれ案
内をいただき、明治２年電信創業から始まった
歴史的資産を見学しました。
資料館内には初期の交換手が必要な時代から

年代ごとに通信技術の進化が展示されており、
交換台・モールス信号など現物を見ながら伝達
技術の説明を受け、いまさらながら驚愕させら
れること、ばかりでした。

昭和から平成にかけて電話機や公衆電話機の変遷。
デジタル・マルチメディア技術の進歩など電気通信
技術の歴史を顧みることが出来ました。
また、世田谷とう道火災など有事の際に通信設備

の重要性を再確認するなど、私達の現役を追憶する
良い機会となりました。

（荒井 功）
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●ゴルフサークル●

栃木市

川島さんより「戸枢（とぼそ）は蟲（むし）に食われず」のことわざを・・・。
「とぼそ」とは、開き戸の支えで、回転する所であるから虫に食われない「人も常に活動していれば無事
でいる」たとえだそうです。まさに「この言葉を実践している」との事でした。私たちも老化を防ぐため
に、体を動かす工夫をしてまいりましょう。 （勘解由） 

取材に伺った日は、陶芸教室の日ということで大平
町のふれあい館へ訪問さていただきましたが右上の写
真「迷彩化粧」でユーモアたっぷりのお迎えをいただ
きました。
５９歳で退職後、趣味で陶芸を始めたそうですが、

一つの趣味ではなく、他の事も学びたい・・思いに駆
られて、切り絵を始め制作した作品の個展を開催。鑑
賞にこられた方から、切り絵の制作を教えて欲しいと
の声がかかり、教室を開くための会を発足させ会員を
募り、教室を定期的に開催するようになられたそうで
す。現在は「陶芸」「切り絵」「茶道」「篆刻」と４
つの会（会員数４０名）を発足させて４つの会の会長
として指導をされているそうです。
さらに勉強家の川島さんは、日本人である自分を再

認識するために、過去に日本文化が大きな影響をうけ
た中国の言葉や文化を学びたいとのことで漢文等の勉
強もされているそうです。最後に自宅に案内していた
だき「茶道」の茶室用に栽培しているという見事な花
壇を見せていたきました。

さん

そして

優準勝：小林智恵子さん（中央）
準優勝：田中智敏雄さん（右側）
三三位：菊池智武夫さん（左側）

梅雨真っ只中の６月２２日（木）、予想通りの雨降りとなりまし
たが、参加を予定されていた会員は１名の欠席もなく５６名全員集
合時間よりも早く到着し、意気込みを感じさせました。
天候の悪さから、残念ながら今回の大会はハーフコンペとなりま

したが、雨にも負けずレインコートに身を包んで、ボールの飛距離
も制限されるなかプレーしました。

ＢＢＧ：本澤智明さん グロス41

次回の退職者の会コンペは１１月２７日（月）ＪＧＭ宇都宮ゴルフクラブ で開催致します。

プレー終了後表彰式が行われ、優勝した小林さんは「大叩きしたホールがハンデホールとなり、運良
く優勝できました。雨の中でしたが、楽しい時間を過ごすことができました。」とコメントしました。
このような状況下でも積極的に参加して頂いた皆さんには感謝申し上げます。ありがとうございました。



全員がバスに乗り込むと、早速、宴会場に早変わり。アルコールも入ったせいもあり、和やかな雰囲気
の車内となりました。休憩をとりながら最初の楽しみ海鮮料理の昼食会場に到着。
新鮮な海鮮料理を美味しくいただいたあとは、最初の見学地「次郎長のお墓」が
ある梅蔭禅寺に行き、遺物館にある資料を通して次郎長が現清水市発展の大功労
者であることが改めて認識させられました。

その後、富士山世界文化遺産の構成資産に登録され
た「三保の松原」に向かいましたが、静岡といえ
ば「富士山」。曇っていて見えないのではと思って
いましたが雲のすき間から山頂が顔をだし、車内からは歓声が・・。
今夜の宿は、焼津のホテル、全部屋オーシャンビューのホテルで

したが、前線の影響で天候が悪かったこともあり、視界が悪く残念
なオーシャンでしたが宴会では天候関係なしの盛り上がり、会話と
カラオケ等で盛況な宴会となりました。

翌日は、今回の旅行のメインである「久能山東照宮」の参拝ですが、朝から横殴りの雨。天候を心配し
ながらホテルを出発。まず、おさかなセンターに寄り、お土産を購入し、出発時刻になると「普段の行い
のよい会員さん」が集まった旅のせいか？。奇跡的に雨が上がり、傘いらずでの観光に「駿府城公園の散
策」。その後、今回主目的でもあります徳川家康をご祭神としておま
つりする久能山東照宮を往復ロープウェイに乗って参拝してきました。その後、日本平で昼食を摂り、帰
りの車中では、恒例のビンゴゲームやカラオケで盛り上がり帰途につ
きました。
今回の旅行は、雨の予報でしたが、傘を一度も開かずまた、全員何

事もなく楽しい旅行になったと思っています。
次回秋の旅行は、２泊３日の要望が多数ありましたので前向きに検討
したいと思います。 （矢野 定司）

●旅行サークル●
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秋に向けて計画立案中です。

●カラオケサークル ●

今後の予定

７月２４日 栃木
８月 ７日 宇都宮
８月２１日 佐野

月１回のペースで
勉強会を実施しています。

宇都宮市「東トライ」で
月３回活動中です。

栃木・宇都宮・佐野の
３カ所で活動中です。

●手話サークル ●

●バドミントンサークル ●

●ハイキングサークル ●

計画立案中です。

●グランドゴルフサークル ●

春の旅行は、６月８日～９日１泊２日で清
水次郎長や徳川家康ゆかりの地、静岡方面に
バスの旅に行ってまいりました。
今回は総勢２３名(男性１４名、女性９名)

が参加。宇都宮東ビルをスタートに佐野ＳＡ
へ向かい順次乗込み目的地に向いました。



六
月

峯
岸

寿
茂

栃
木
市

小
川

博

佐
野
市

小
口

長
蔵

那
須
烏
山
市

小
久
保
和
夫

小
山
市

麦
倉

弘

栃
木
市

清
水

正
典

宇
都
宮
市

鈴
木

茂

宇
都
宮
市

石
塚

毅
夫

宇
都
宮
市

田
谷

三
雄

日
光
市

大
橋

貢

日
光
市

高
田
美
津
子

鹿
沼
市

塚
田
登
美
男

日
光
市

大
島

眞
代

那
須
塩
原
市

小
林

好
男

佐
野
市

令和五年四月～六月 （敬称略）

● ●
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四
月

大
島

孝
男

宇
都
宮
市

谷
口

恵
也

佐
野
市

大
島

宏

さ
く
ら
市

八
木
沢
啓
一

大
田
原
市

山
崎
巳
知
男

宇
都
宮
市

四
月

倉
持

春
巳

下
野
市

二
渡

正
敏

足
利
市

高
野

道
夫

下
野
市

澤
村

敏
夫

矢
板
市

大
塚

尚

栃
木
市

綴
喜
美
智
子

日
光
市

和
田

秀
子

鹿
沼
市

篠
﨑

洋
子

鹿
沼
市

清
水

京
子

宇
都
宮
市

大
貫

厚
一

宇
都
宮
市

滝
田

徹

下
野
市

沼
尾

弘
志

日
光
市

嶋
田

武
雄

足
利
市

津
久
井
達
夫

宇
都
宮
市

相
澤

進

大
田
原
市

古
川

順
子

那
須
町

郡
司

和
子

大
田
原
市

三
月

君
島

祐
吉

那
須
塩
原
市

大
朏

安
次

佐
野
市

落
合

浩

宇
都
宮
市

四
月

大
島

忠
男

那
須
塩
原
市

猪
瀬

友
夫

宇
都
宮
市

川
田

久
雄

佐
野
市

小
藤

富
之

大
田
原
市

長
谷
川
俊
一

宇
都
宮
市

五
月

大
塚

ト
シ

鹿
沼
市

（
敬
称
略

）

五
月

会
澤

和
枝

古
河
市

篠
﨑

キ
ミ

真
岡
市

渡
辺
ミ
チ
子

那
須
塩
原
市

五
月

樋
山

正
實

那
須
烏
山
市

青
木

信
之

矢
板
市

高
井

左
京

大
田
原
市

堀
江

保
通

佐
野
市

鈴
木

實

鹿
沼
市

佐
藤

浩
三

宇
都
宮
市

菊
池

武
夫

鹿
沼
市

永
藤

貴
子

那
須
塩
原
市

神
山

弘

下
野
市

六
月

須
藤

求

那
須
町

荒
川

一
三

宇
都
宮
市

五
月

坂
本

清
三

真
岡
市

設
楽

正
美

鹿
沼
市

秋
草

憲
之

下
野
市

高
久

英
夫

下
野
市

柳
谷

邦
男

宇
都
宮
市

石
井

厚
子

大
田
原
市

永
井

久

那
須
塩
原
市

菊
地

道
夫

日
光
市

安
生

雅
之

宇
都
宮
市

六
月
六
日
（
火
）
足
尾
銅
山
閉
山
５
〇
周

年
を
迎
え
、
改
め
て
産
業
遺
産
で
あ
る
足
尾

を
学
ぶ
機
会
と
し
て
施
設
見
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
約
四
百
年

に
わ
た
り
「
銅
山
の
ま
ち
」
と
し
て
栄
え
た

足
尾
に
は
、
日
本
の
近
代
産
業
発
祥
の
頃
を

物
語
る
た
く
さ
ん
の
産
業
遺
産
が
点
在
し
て

い
ま
し
た
。
「
ま
ち
全
体
を
博
物
館
」
と
す

る
構
想
の
も
と
、
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

渡
良
瀬
川
上
流
域
で
の
煙
害
や
下
流
域
へ

の
鉱
毒
問
題
に
つ
い
て
、
環
境
学
習
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。(

北
山)


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

